
学
会
の
動
き

JSCE Update

概
要Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
（T

he
A
sian

Civil
Engi-

neering
Coordinating

Council

）
は
、
ア
ジ

ア
地
域
の
持
続
可
能
な
社
会
資
本
の
整
備
と
発

展
と
を
目
的
と
し
て
1
9
9
9
年
9
月
に
設
立

さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
そ
の
主
要

メ
ン
バ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
は
加
盟
学
協

会
が
17
団
体
で
、
土
木
関
連
学
協
会
の
協
力
に

よ
り
学
術
・
技
術
の
促
進
に
向
け
た
諸
活
動
を

進
め
て
き
て
い
る
。
こ
の
度
、
2
0
2
5
年
10

月
21
日
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
最
高
議
決
機
関
で
あ

る
理
事
会
（Executive
Com

m
ittee

M
eet-

ing,ECM

）
お
よ
び
、
同
年
10
月
22
日
〜
24
日

に
第
10
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
（
Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｒ
10
）
が
、
い
ず
れ
も
韓
国
・
済
州
島
に

て
開
催
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｍ
は
年
2
回
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ａ
Ｒ
は
3
年
に
1
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
1
の

通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
10
お

よ
び
第
49
回
Ｅ
Ｃ
Ｍ
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
。

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
10

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
3
年
に
1
度
開
催
す
る
国

際
会
議
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
10
は
、
10
月
22
日

〜
24
日
に
韓
国
・
済
州
島
で
開
催
さ
れ
た
。
3

日
間
の
一
般
論
文
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
多
数
の
論

文
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
各
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
活
発
な
発
表
と
議
論
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
学
会
会
期
中
、
池
内
会
長

がPlenary
Session

で
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、

大
会
1
日
目
の
夜
に
行
わ
れ
たPresidential

M
eeting

に
お
い
て
、
全
17
加
盟
学
会
の
学
会

長
に
よ
る
署
名
の
下
、Jeju

D
eclaration

が

採
択
さ
れ
た
。Jeju

D
eclaration

の
詳
細
に

つ
い
て
は
リ
ン
ク
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い

（https://acecc-w
orld.org/

）
。
ま
た
、
2
日

目
のGala

D
inner

で
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞
の
授

賞
式
が
行
わ
れ
、Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
推
薦
し
た
下
記

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

・
功
績
賞
：
阿
部
玲
子
氏
（
（
株
）
オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
）

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
：
玉
来
ダ
ム
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
大
分
県
庁
、
大
成
・
菅
・
友
岡

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
、（
株
）
建
設
技

術
研
究
所
九
州
支
社
）

・
若
手
技
術
者
／
研
究
者
賞
：
山
本
憲
二
郎
氏

（
東
京
大
学
／
（
株
）
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞
受
賞
な
ら
び
にJeju

D
ecla-

ration

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
A
C
E
C
C
担

当
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://com

m
i

ttees.jsce.or.jp/acecc/

）
に
掲
載
し
た
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

最
終
日
に
は
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
次
回
の
Ｃ

Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
開
催
国
で
あ
る
台
湾
の
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ

（
中
国
土
木
水
利
工
程
学
会
）
へ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
旗

が
受
け
継
が
れ
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
11
は
、
2
0

2
8
年
に
台
湾
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

第
49
回
Ｅ
Ｃ
Ｍ
（
理
事
会
）

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
10
に
先
立
っ
て
10
月
21
日
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、
以
下
の
通
り
、
各
委

員
会
お
よ
び
理
事
会
で
の
議
論
と
決
議
が
行
わ

れ
た
。

（
1
）
技
術
調
整
委
員
会（T

echnical
C
o-

ordination
C
om
m
ittee

M
eeting,T

C
C

M

）
Ｔ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
で
は
、
現
在
活
動
中
の
14
の
技
術

委
員
会
（T

echnical
Com

m
ittee,T

C

）
の

活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
がChair

を
務
め
る
Ｔ
Ｃ
21
（T

ransdisciplinary
A
p-

proach
for
Building

Societal
Resilience

委
員
会
報
告

第
10
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
10
）

お
よ
び
ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
）
第
49
回
理
事
会
（
韓
国
・
済
州
）
参
加
報
告

A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
幹
事
長

井
上
雅
志
（（
株
）エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
）

開催日 現地時間 イベント 
10/21（火）
理事会（ECM）

8:00- 9:00 財務委員会（Finance Committee Meeting, FCM）

9:00-11:00 技術調整委員会（Technical Coordination Committee Meeting, TCCM）
13:00-15:00 企画委員会（Planning Committee Meeting, PCM）
15:30-18:30 理事会（Executive Committee Meeting, ECM）

10/22（水）
CECAR10 Day1 

10:00-10:30 開会式（Opening Ceremony）
10:30-18:15 発表セッション（Plenary Lecture / Concurrent Technical Session）
18:30-20:00 会長懇談会議（Presidential Meeting）及びJeju Declaration採択 

10/23（木）
CECAR10 Day2 

9:00-18:15 発表セッション（Plenary Lecture / Concurrent Technical Session）

18:30-20:30 晩餐会及びACECC賞授賞式（Gala Dinner / ACECC Award Ceremony）
10/24（金）
CECAR10 Day3 

9:00-15:00 発表セッション（Plenary Lecture / Concurrent Technical Session）
15:15-16:00 閉会式（Closing Ceremony）

表1　ECMおよびCECAR10のスケジュール 
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p
g

to
D
isasters

）
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
1
年
間

の
Ｔ
Ｃ
活
動
延
長
申
請
に
つ
い
て
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
様
に
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が

Chair

を
務
め
る
Ｔ
Ｃ
28
（A

pplication
of

M
onitoring

T
echnology

for
Infrastruc-

ture
M
aintenance

）
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成
が
完
成
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
がCo-chair

を

務
め
る
Ｔ
Ｃ
30
（D

igital
T
echnologies

for

Sm
art
Construction

）
、
Ｔ
Ｃ
33
（A

dvanc-

ing
A
rtificial

Intelligence
Education

in

Civil
Engineering

）
に
つ
い
て
も
活
発
な
活

動
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
先
般
ネ
パ
ー
ル
で
発
生
し
た
デ
モ
に

伴
い
、
火
炎
瓶
の
投
下
な
ど
に
よ
る
火
災
で
被

害
を
受
け
た
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
診

断
（Rapid

A
ssessm

ent

）
や
復
旧
技
術
支
援

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
（
ネ
パ
ー
ル
技
術
者
協
会
）

が
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
に
支
援
を
要
請
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
通
じ
て
各
学
会
か
ら
技
術
紹
介
と
支
援

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

（
2
）企
画
委
員
会（P

lanning
C
om
m
ittee

M
eeting,P

C
M

）

Ｐ
Ｃ
Ｍ
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
に
お
い
て
各
学

会
が
負
担
す
る
協
賛
金
（Corporate
Contri-

bution

）
に
関
し
て
議
論
が
行
わ
れ
、次
回
の
Ｃ

Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
11
（
2
0
2
8
年
台
湾
）
に
つ
い
て

は
減
額
、
さ
ら
に
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
廃
止

す
る
方
向
と
な
っ
た
。
ま
た
、
加
盟
各
学
協
会

の
若
手
研
究
者
・
技
術
者
が
集
ま
るFuture

Leaders
Forum
（
Ｆ
Ｌ
Ｆ
）
に
つ
い
て
、
月
例

で
実
施
さ
れ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
報
告
の

ほ
か
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞
の
規
約
改
正
な
ど
の
議

論
が
行
わ
れ
た
。

（
3
）理
事
会（Executive

C
om
m
ittee

M
eet-

ing,EC
M

）

Ｅ
Ｃ
Ｍ
で
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
で
の
決

定
事
項
が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
Ｅ
Ｃ

Ｍ
の
開
催
予
定
も
協
議
さ
れ
、
第
50
回
Ｅ
Ｃ
Ｍ

は
ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
で
2
0
2
6
年
4

月
22
〜
24
日
に
、
第
51
回
Ｅ
Ｃ
Ｍ
は
2
0
2
6

年
秋
に
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。

今
後
に
向
け
て

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
10
の
全
参
加
者
5
4
3
名
の
う

ち
、Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
か
ら
は
69
名
が
現
地
参
加
し
た

（
速
報
値
）
が
、
こ
れ
は
各
学
会
の
う
ち
、
主
催

の
韓
国
土
木
学
会
に
次
ぐ
2
番
目
に
多
い
参
加

者
だ
っ
た
。
3
年
前
に
イ
ン
ド
・
ゴ
ア
で
開
催

さ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
9
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
現
地
参
加
者
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
今

回
の
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
10
で
は
よ
り
多
く
の
土
木
学

会
員
が
参
加
し
、
理
事
会
も
含
め
た
4
日
間
、

ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
の
関
係
者
と
広
く
交
流
し
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し

く
思
う
。
な
お
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
10
な
ら
び
に
理

事
会
に
お
け
る
若
手
学
会
員
の
参
加
体
験
記
を

国
際
セ
ン
タ
ー
通
信
の
Ｎ
ｏ
．1
4
8
に
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

引
き
続
き
今
後
と
も
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
お
よ
び
加

盟
学
会
と
協
力
し
な
が
ら
、
多
く
の
土
木
学
会

員
が
海
外
で
交
流
・
活
躍
す
る
き
っ
か
け
を
提

供
す
る
と
共
に
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
土
木
分
野

の
発
展
に
貢
献
す
べ
く
活
動
を
続
け
て
参
り
た

い
。

写真1　 CECAR10における池内会長のPlenary Ses-
sion（写真：CECAR10事務局）

写真2　 Presidential Meetingで採択されたJeju Dec-
laration（写真：CECAR10事務局）

写真3　 ACECC賞授賞式の集合写真 
（写真：CECAR10事務局）

写真4　 CECAR10前日に開催されたACECC理事
会の様子（写真：CECAR10事務局）
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